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注意事項
●本カタログに記載されている仕様は参考仕様です。製品の仕様については正式に取り交わした仕様書に基づくものとします。 ●本カタログの記載内容は、製品の改良等
のために予告なく変更する場合があります。ご了承ください。 ●本カタログの記載内容を当社の許可なく複写・転載することを禁止致します。 ●シャッターガード® は、
しのはらプレスサービス株式会社の登録商標です。

■表示例

■図面

型式検定合格番号　TA581
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急停止機構、再起動防止装置、寸動及び安全一行程を有するプレス
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しのはらプレスサービスはプレス機械に関する幅
広いニーズに応えるべく、点検やメンテナンス、改
造、オーダーメイドプレスといった様々なサービス
を実施してきました。その中で、私たちが特に耳に
する言葉は「安全」です。
究極の安全装置を開発することは、お客様の願いで
あり、私たちの夢でもありました。
しかし安全は目に見えるものではありません。
さらに開発者を悩ませるのは、安全性を高めると
作業効率が下がってしまいがちだという点です。
「安全でありながら、作業効率の低下を心配する
必要のない夢のような安全装置を開発することは
できないか…」
私たちはこの難問に挑み続けてきました。
そしてそれを実現したのがシャッターガードです。
私たちが目指したのは、喜んで使われる、安全装置
の新しいカタチです。
シャッターガードはしのはらの歴史̶̶いや、プレ
ス機械の歴史を覆す常識破りの商品です。

専務取締役
設計開発本部長

川端  信行

開発者メッセージ

高い安全性と作業効率を実現した
究極の安全装置



高い安全性と快適性を両立する
綿密な設計と確かな技術。

シャッターガード最大の特長は、物理的なガード板により、高
い安全性の確保を実現した点です。
このガード板の役割は2つあります。1つは、外から危険領域
への侵入を防ぐ効果、そしてもう1つは、金型などが飛散した
場合に盾の役割を果たす効果です。
ガード板は耐衝撃性が高く割れにくいポリカーボネートを使
用し、どちらの役割もこなせるよう強度を重視しています。
実際に金型が飛散した事例がありますが、飛散物はシャッ
ターガードに遮断されオペレーターに届くことなく重大事故
には至りませんでした。このように、プレスを停止するだけでは
防ぐ事ができない災害にもシャッターガードなら対応できる
のです。

高強度のポリカーボネートガード板で高い安全性を確保

「自動起動」はオペレーターの快適な操作も実現します。オペ
レーターがワークをセットし、手を抜くと自動でガード板が閉
じプレスが起動します。加工を終え、下死点を過ぎると自動で
ガード板が開きます。これで1サイクルです。
つまり、「押ボタン」を押さずに作業ができる、オペレーターは
ワークの搬送のみを行えばいいということです。右図の、
シャッターガード作業と従来の作業との工程数の比較をご覧
ください。

押ボタン不要の快適作業を実現

ガード板を挟んで、本体フレームの内外に付いている2つのセ
ンサーが自動起動を可能にしています。手の動きを見るために
外側と内側にセンサーが搭載されており、プレス側に内側セン
サー、オペレーター側に外側センサーを付けています。この2
つのセンサーが「外から中へ・中から外へ」という手の動きを
検知。これによりプレス機へ起動信号が出され、プレスが起動
します。
また、プレス起動中に誤って手を入れてしまった場合でも安心
です。センサーは常に監視を続けており、手の動きを読み取り
プレスを非常停止させます。もちろんガード板があるので危険
領域に手が入ることはありませんが、万が一の事故も回避で
きるように設計されています。

2つのセンサーが万が一の事故も未然に防止

センサー①

センサー②

※ 画像はイメージです。

①
ワークを金型へセット
※安全距離は無用

②
ガード内から手が出た
ことを検知しガード板
が閉まり起動信号をプ
レスへ出力
※押ボタンを押す必要
はない

③
スライドが上昇開始す
るのに続いて、ワークの
出し入れを行う
※ガード板はスライド
が上昇開始するのと同
時に開き始める

①
ワークを金型へセット
※安全距離の確保が必要

②
セット後、
両手で押ボタンを押す

③
スライドが下降。この
時、スライドが下死点を
通過するまでの間、押
ボタンを押し続ける
(安全一工程)

④
スライドが上昇開始す
るのに続いて、ワークの
出し入れを行う

従来の作業工程

シャッターガード
導入後の作業工程

▲ポリカーボネートガード板



待望の大型プレス対応型が登場。
通常の使い方以外にも、タンデムラインの前後出し入れ作業に導入すると効果抜群。

最も選ばれているシャッターガード。
サイズ・オプションなど幅広い選択が可能で、高い汎用性が特徴です。

汎用プレス向け

Standard type
大型プレス向け

Wide type

お客様のプレス機に合わせて7種類のサ
イズをご用意。お手持ちの機械に最適
なサイズをご提案します。

多様なサイズ展開

様々なメーカーの様々なタイプのプレス
機に対応しています。この汎用性の高さ
は、しのはらならではの特徴です。

あらゆるプレスに対応

作業がしやすいよう、どの位置で、どのく
らいのスピードで、どういう風にガード
板が開閉するのが良いか、幾度も試験
を重ねて設計しています。

人間工学に基づいた設計

大型プレスこそ安全作業が求められる
と考え、ワイドタイプを設計。さらなる利
便性を追求しました。

大型プレス対応

ワイドになってもスタンダードタイプと
変わらない安全性・操作性を実現。
誰が作業しても使いやすい親しみやす
さを持っています。

安全性・操作性は変わらず

押ボタン操作が不用になり、ワークを入れ
ることに集中できます。両手作業が多い環
境では、この効果が大きくなります。

両手作業も楽々
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200t以上・ダブルクランクプレスや
ボルスタ幅1300 - 2000mmのプレス



厳しい環境である熱間鍛造作業をサポートする機種として。
安全性だけではなく、「熱」のある現場だからこその機能を追加しています。

※熱間鍛造向けシャッターガードは、スタンダードタイプのオプションとして選択できます。

新たな搬送方法のご提案。
「シャッターガード多台持ち」が、さらなる効率化を推進します。

熱間鍛造プレス向け

Hot forming
さらなる応用「多台持ち」

Multi-machine operating

ポリカーボネートのガード板を2重構造
にします。金型の飛散から2倍の強度で
守ります。

2重構造でさらに安全

裏側に空気を噴出する機構を搭載。ワー
クから発せられる高温の熱を下へ落とし
オペレーターへの負担を軽減します。

エアカーテンによる遮熱

自動起動式が工具を持ったオペレー
ターを助けます。押ボタンの煩わしさから
解放します。

工具作業でも問題なし

オペレーター自身がプレス間搬送装置
の役割を担うことで、２台の単発プレス
を１人で扱う「半自動化」が可能。

1人で２台のプレス機を操作

「多台持ち」は、プレス機械のレイアウト
変更だけで実現。状況に応じて人員・設
備を柔軟に運用できます。

多品種少量生産におすすめ

シャッターガード　多台持ち実例

加工の合間にワークを検品するなど、更
なる生産の効率化を追求するための余
裕が生まれます。

ハンズフリー化で付加価値を創出

ガード板が2重構造だから…
ガード板が2枚になり鍛造加工に
よって起こりうる非常に危険な飛
散物からオペレーターを守りま
す。熱の遮断にも効果的です。

エアカーテン機構搭載だから…
ガード板の開閉に応じてエアを噴
出します。そのため最小限のエアで
最高の効果を得られます。
わずかなエアで効果的に温度を下
げられるようコアンダ効果※を用い
た設計をしています。

※コアンダ効果：流体の噴出が近くの壁
に引き寄せられる効果



しのはらプレスサービスさんの自動起動式シャッター
ガードは、プレスのための装置だと固定意識を持って
いました。当社ではスポット溶接やアーク溶接の治具
などプレス以外の工程に、派遣やパートの社員が多数
在籍しています。
その方達のためにも、例えばスポット機の一台一台に
シャッターガードを導入できないかと思っています。安
全性をまず高めて、そうした工程でも「多台持ち」とい
うか１人で複数工程を楽にこなせる、生産性を上げる
手法を考えています。
安全に関しては、お金では買えないですよね。しのはら
プレスサービス高崎営業所の鈴木課長さんは、本当に
細かいところまで連絡を取り合ってアドバイスをしてく
れます。
自分は現場に近い位置にいたいので、安全のこと、生
産性のこと、使いやすさや作業者の意見を常に留意し
ています。
「困ったことがあったら、すぐに連絡してください！」とい
う鈴木さんの対応が頼もしく思います。使い方のわか
らないところや異常があって止まったところ、プレスと
いうのはいつ壊れるかわからないんですね。ラインが止
まったとき、問題を的確に指摘していただき、より使い
やすくなるように当社の声を聴いていただいて。
そういうところが、しのはらプレスサービスさんのトー
タルソリューションなんだと、実感しています。

当社ではタンデムプレスの台数が多く200ｔや110ｔ
と大きさも様々です。1人の作業者が3000パンチ以上
の作業を毎日こなしています。自動プレスと違って両手
ボタンスイッチを１日に3000回以上も押すことにな
り、作業者にとってかなりの負担でした。
作業者の疲労を軽減して「安全性」をより高めること、
それが当社の狙いでした。安全に待ったはなしですよ
ね。今までプレスには光線式の安全装置を取り付けて
いましたが、金型の破損部位が作業者めがけて飛んで
くるなど、防ぎきれない危険性もあります。

しのはらプレスサービスさんのオリジナル商品「自動起
動式シャッターガード」は、ガードの内側にも外側にも
センサーがあり非常に安全性に優れています。シャッ
ターが閉まらなければプレスが出来ないわけですか
ら。社長とともに各メーカーの安全装置を比較検討し
た結果、自動起動式シャッターガードが一番安全性を
高め、生産性も上がると判断しました。
導入後は作業中のヒヤリハットや事故リスクが全く減
りました。作業者も両手ボタンスイッチを押す負担から
解放されて作業効率が向上しています。シャッター
ガードが付いて作業者の不安が無くなったことが、生
産性向上の一番の要因だと感じています。

当社のプレスの多くは、金型の段取り替えが少ない、専
用機に近い使い方をしています。そうしたレイアウトを
効率稼働させるために、しのはらプレスサービスさんの
自動起動式シャッターガードは、最適な機能で応えて
くれています。
例えば、２台のプレスを１人の作業者がオペレートする
「多台持ち」です。スイッチを押す手間がなく両手が自
由になるので、作業者が自分のリズムをキープしなが
ら効率の良い動きをすることが出来ます。今まで２人で
１パレットを埋めるのに50分かかっていた作業が、個
人差の影響を受けずに１人で40分を切るスピードで
生産することができます。
工程時間の短縮だけではなく、作業を午前・午後と２
人で分け、１日の作業を１時間でも２時間でも早く終
わらせる。余った時間は他の工程に入ってもらったり、
より良い作業体制のカイゼンを作業者自身が考え、発
言する。そうした職場環境づくりが実現しつつありま
す。自動起動式シャッターガードを導入して、本当に良
かったと思っています。
現場からも「シャッターガードに慣れてしまうと、すごく
やりやすい」と評判上々です。製品の種類に応じてプレ
ス5台／5工程を5人で独立して動かすワンマン・ワン
マシン方式と、3人で回す兎追い（多台持ち）方式を使
い分けたり、製品の払い出しを自動化するなど、シャッ
ターガード導入を機に、細かい点を詰めて生産性をさ
らに上げる挑戦にいろいろと取り組んでいます。

■ タンデムプレス作業の「安全性」を
　最重視して導入決定。

株式会社武田製作所　工場長　木暮 佳成 様
聞き手：しのはらプレスサービス高崎営業所　鈴木 健士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江刺 諒介

安全性を高めることで生産性が倍増！
自動起動式 シャッターガード

Special Interview

■ 多台持ちでの「作業効率」大幅アップ！
　 時間短縮。

創業 1964年
本社所在地 群馬県太田市新田嘉祢町150-17
電話番号 0276-57-0398
代表者 代表取締役　武田 治人
資本金 300万円

従業員数 48名（2015年6月現在）
主な事業 　　自動車部品・住宅部材製造
 　   プレス・溶接加工

株式会社武田製作所様 会社データ

■ しのはらプレスサービスの「サービス」
　 を他工程にも活かしたい。


